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東
岐
運
輸
㈱
（
渡
邉
明
義
社
長
、

岐
阜
県
可
児
市
）
が
愛
知
県
一
宮

市
で
建
設
し
て
い
た
一
宮
営
業
所

（
一
宮
市
千
秋
町
佐
野
字
清
水
46
）

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
1
月
20
日
に

竣
工
式
を
開
催
し
た
。

　

同
社
小
牧
営
業
所
か
ら
移
転
す

る
も
の
で
、
1
月
31
日
か
ら
本
格

的
に
稼
働
を
開
始
。
竣
工
式
の
あ

い
さ
つ
で
渡
邉
社
長
は
、「
こ
の

地
に
倉
庫
付
き
営
業
所
を
開
設
し

た
理
由
は
、
相
模
原
に
あ
る
関
東

支
店
で
倉
庫
運
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

培
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
西
日

本
へ
の
輸
送
に
お
い
て
中
継
輸
送

の
拠
点
と
し
て
有
効
利
用
で
き
る

こ
と
だ
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
設

計
事
務
所
や
建
設
事
務
所
な
ど
多

く
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り

感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
運

用
は
我
々
東
岐
運
輸
が
一
生
懸
命

や
っ
て
い
く
。
そ
し
て
軌
道
に
乗

れ
ば
次
の
ス
テ
ッ
プ
も
見
据
え
た

い
」
と
力
を
込
め
た
。

　

一
宮
営
業
所
は
事
務
所
併
設
型

倉
庫
で
、敷
地
面
積
2
7
5
0
坪
、

倉
庫
は
鉄
骨
平
屋
建
て
で
延
床
面

積
は
1
4
6
0
坪
。
柱
等
の
極
力

少
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
で
内
部

は
自
由
な
大
空
間
と
な
り
、
設
備

の
配
置
の
自
由
度
を
上
げ
、
効
率

の
良
い
作
業
動
線
を
実
現
で
き
る

よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

4
0
0
坪
は
全
天
候
ヤ
ー
ド
と
荷

捌
き
場
と
し
て
確
保
し
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
6
台
が
同
時
に
接
車
で
き

る
。
幹
線
道
路
沿
い
を
緑
化
す
る

こ
と
で
周
辺
の
景
観
に
も
配
慮
し

た
。
事
務
所
は
2
階
建
て
で
、
1

階
に
事
務
所
と
応
接
室
、ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
を
配
備
。
2
階
に
は
、

食
堂
兼
会
議
室
の
ほ
か
乗
務
員
の

東西の懸け橋「一宮営業所」竣工

２
０
２
４
年
問
題
ク
リ
ア
へ
道
筋  

東
岐
運
輸

　
　
　

２
階
に
は
広
い
会
議
室
も
用
意

 
 

神
事
で
は
建
物
の
末
永
い
繁
栄
を
祈
願
し
た

 

打
合
せ
等
に
使
う
１
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

　
　
　
　
　

関
東
～
関
西
・
中
国
の
中
継
輸
送
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
持
つ
一
宮
営
業
所
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仮
眠
室
3
室
と
浴
槽
も
用
意
し
た
。
総
工
費

は
約
9
億
円
。
稼
働
前
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

殺
到
し
、
す
で
に
満
床
状
態
だ
と
い
う
。

ー
一
宮
営
業
所
が
竣
工
し
ま
し
た
。
率
直
な

感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

渡
邉
社
長
▽
こ
の
場
所
は
何
カ
所
か
候
補
が

あ
っ
た
中
の
一
つ
。
名
神
高
速
道
路
「
一
宮

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
か
ら
お
よ
そ
3
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
近
く
、
利
便
性
が
高
い
こ
と
か

ら
選
ん
だ
。
計
画
立
案
か
ら
4
年
越
し
だ
っ

た
の
で
や
っ
と
完
成
し
た
と
い
う
思
い
だ
。

こ
の
先
の
運
用
は
鈴
木
（
弘
一
氏
、
関
東
支

店
長
兼
一
宮
営
業
所
長
）に
任
せ
る（
笑
い
）。

―
あ
と
は
見
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
?

渡
邉
社
長
▽
良
い
土
地
を
探
し
て
建
物
を
建

て
て
次
に
何
を
や
る
の
か
を
考
え
る
の
が
私

の
仕
事
だ
。も
ち
ろ
ん
任
せ
は
す
る
も
の
の
、

結
果
責
任
は
私
に
あ
る
。

ー
渡
邉
社
長
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
旺
盛
な

印
象
が
あ
り
ま
す
。
過
去
に
も
関
東
営
業
所

設
立
に
G
O
サ
イ
ン
を
出
し
、
そ
の
後
、

や
や
高
額
と
も
思
え
る
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型

物
流
施
設
へ
の
移
転
も
承
認
し
ま
し
た
。

渡
邉
社
長
▽
金
額
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
投

資
す
べ
き
先
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
如
何
に
判
断

す
る
か
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

ー
た
し
か
に
関
東
営
業
所
は
順
調
に
業
容
を

拡
大
し
、
車
両
お
よ
び
従
業
員
が
増
加
。
新

規
取
引
も
確
保
し
物
流
量
の
増
加
に
よ
っ
て

部
門
増
収
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

渡
邉
社
長
▽
関
東
営
業
所
の
移
転
は
メ
ー
ン

と
す
る
お
客
様
の
工
場
と
隣
接
し
て
い
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
お
客
様
が
倉
庫
を

一
部
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
計
画
も

あ
っ
た
。
や
は
り
投
資
を
す
る
以
上
あ
る
程

度
の
算
段
は
必
要
だ
。

ー
一
宮
営
業
所
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

渡
邉
社
長
▽
今
回
の
一
宮
営
業
所
設
立
の
背

景
の
一
つ
に
は
、
今
後
の
労
働
時
間
問
題
が

あ
る
（
※
）。
2
0
2
4
年
問
題
で
ワ
ン
マ

ン
で
の
長
距
離
運
行
が
困
難
と
な
る
。
し
か

し
、
こ
こ
を
中
継
地
と
し
て
乗
り
換
え
運

行
を
す
れ
ば
、
関
東
か
ら
関
西
・
中
国
へ
の

長
距
離
運
行
も
可
能
と
な
る
。
拠
点
整
備
に

よ
っ
て
2
0
2
4
年
が
来
て
も
問
題
な
く

運
用
で
き
る
し
、
人
も
採
用
で
き
る
と
思
っ

て
い
る
。
た
だ
建
物
を
作
っ
て
モ
ノ
を
入
れ

て
運
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
全
体
的
な
も

の
を
踏
ま
え
て
投
資
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

ー
最
後
に
今
後
の
展
望
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

渡
邉
社
長
▽
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い

（
笑
い
）。
た
だ
、
従
業
員
が
健
康
で
あ
り
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
。
そ
れ
が
信
用
に

つ
な
が
る
。ま
た
、昔
、荷
主
企
業
様
か
ら「
時

間
を
守
れ
ば
信
用
が
で
き
る
」
と
い
う
言
葉

を
い
た
だ
き
、
愚
直
に
実
践
し
て
こ
こ
ま
で

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
信
用
に
重
き
を
置
い
た

経
営
を
し
て
い
き
た
い
。

※
今
年
4
月
に
は
中
小
企
業
の
月
60
時
間
超
の
時
間
外
割
増
賃

金
率
が
25
％
か
ら
50
％
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
2
0
2
4

年
4
月
以
降
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
残
業
が
年
間
9
6
0
時
間
を

超
え
た
段
階
で
罰
則
（
30
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
6
か
月
以

下
の
懲
役
）
が
適
用
さ
れ
る
。

渡邉明義（わたなべ・あきよし）

1957 年（昭和 32 年）5 月 30 日生まれ。64 歳。平成 11 年 6

月に代表取締役就任。平成 24 年に関東営業所（現支店）を

開設。油圧機器製造メーカーの輸送を主力とし堅実経営を

実践する一方、持ち前のチャレンジ精神で事業拡大にも積

極的だ。

渡
邉
明
義
社
長
は
こ
れ
ま
で
も
関
東
営
業

所
（
現
支
店
）
を
設
立
し
軌
道
に
乗
せ
る

な
ど
投
資
を
成
功
さ
せ
て
き
た
。
今
回
の

一
宮
営
業
所
設
立
に
は
ど
の
よ
う
な
目
的

が
あ
る
の
か
、
そ
の
狙
い
を
聞
い
た
。

　
　
　
　
　

竣
工
式
後
に
は
関
係
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た


